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アジア太平洋キャリア発展フォーラム開催報告 
7月 10日（東京）および 12日（大阪）協会会員 欧陽 逸

7月 10日

（東京）およ

び 12日（大

阪）に、『ア

ジア太平洋キ

ャリア開発フ

ォーラム』が

開催されまし

た。 

本フォーラ

ムでは、上海から来日した研究機構・大学等

十数団体の関係者を受け入れ、日本の大学で

学ぶ中国人留学生に向けた企業説明会や、日

本の大学関係者・大学発ベンチャーとの交流

が行われました。 

開催にあたりましては、日中科学技術交流

協会より多大なるご協力を賜りました。招聘

状の発行、イベントの共催など、多方面にわ

たりご尽力いただき、心より御礼申し上げま

す。 

初日の 7月 10日、東京大学伊藤国際学術研

究センター伊藤謝恩ホールにて開催され、協

会会長山脇道夫先生より開会のご挨拶を賜

り、フォーラムの幕開けにふさわしい温かい

お言葉を頂戴しました。山脇会長からは、日

中交流の先駆者によって 50年前に設立された

協会の歩み、これまで多くの科学者・技術者

を中国に派遣・受け入れてきた実績、さらに

は多くの学術的講演会や日中共同のシンポジ

ウムあるいはセミナーを企画・開催するな

ど、長年の活動についてお話しいただきまし

た。また、日本で学ぶ中国人留学生の支援と

して実施されている「中国人留学生研究奨励

賞」についても触れられ、これまで 150名以

上に授与してきたことを紹介されました。 

この挨拶は留学生と中国側関係者の双方に

強く響き、私どもが中国語に訳して WeChatに

共有したところ、多くの参加者から「深い感

銘を受けた」との声が寄せられました。 

その後、東京大学発ベンチャーである 

AIVALIX 株式会社の中山太洋社長より、自社

創業の経験や技術革新に関するご講話をいた

だきました。弱冠二十歳で会社を立ち上げ、

着実に業績を伸ばしてこられたご経験は大変

示唆に富み、参加者にとって貴重な学びの機

会となりました。 

続いて、「中国人留学生研究奨励賞」につ

いては、協会理事・須賀唯知先生より、これ
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までの経緯や募集要項を含めたご説明があり

ました。須賀先生は、本賞の意義と歴史に触

れ、この賞が単なる研究奨励の枠を超え、日

中両国の長い学術交流の歴史と、それを支え

てこられた方々の志から受け継ぐものである

こと、そしてこれまでの受賞者が各分野で活

躍の場を広げていることを強調されました。 

会場では、多くの学生がスクリーンに映し

出された説明資料をスマートフォンで撮影す

るなど、高い関心を示していました。 

今回のフォーラムでは、中国側企業・大学

の代表者からも自校・自社の紹介や、留学生

を温かく歓迎する旨のご発言があり、その後

の企業・大学と学生との個別面談では、企業

からオファーを受けた学生もおり、有意義な

交流が実現しました。 

7月 12日のフォーラムは大阪ステーション

ホテルにおいて開催されました。大阪会場で

は、関西地方の大学に在籍する中国人留学生

が多数来場しました。 

プログラム冒頭では、留学経験者や現役留

学生代表から、日本での生活・研究環境、就

職活動の実体験などが紹介されました。発表

者からは、日本での研究環境の魅力や、失敗

を恐れず挑戦を続けることの大切さが語ら

れ、会場の学生からは共感の拍手が送られて

いました。 

さらに、中国側企業・大学の代表者から

も、各機関の特徴や最新の研究状況、留学生

への期待が述べられ、多くの学生が熱心に耳

を傾けていました。 

交流会では、東京会場同様に企業・大学と

留学生が自由に相談できる時間が設けられ、

会場は活気に満ちていました。企業担当者の

説明に深く頷きながら質問する学生、研究内

容を丁寧に説明する学生、企業側がその場で

“ぜひ今後も連絡を続けましょう”と、名刺

交換の要領で WeChatを追加する場面も多く見

受けられ、将来につながる交流が数多く生ま

れました。 

「アジア太平洋キャリア発展フォーラム」

には、東京・大阪の両会場で延べ 200名以上

の方々にご参加いただき、盛況のうちに閉幕

いたしました。 

本フォーラムの開催にあたり、日中科学技

術交流協会をはじめ、ご協力くださいました

皆様に心より感謝申し上げます。 

今後も、日中両国間の人材交流と学術連携

が一層発展していくことを願っております。 

 

 

山脇会長開会あいさつ 

 
山脇会長開会あいさつ 

 
東京会場 上海機構代表挨拶 
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大阪会場個別相談コーナー １ 

 
大阪会場個別相談コーナー ２ 

大阪会場の様子 

 

 

 

 

 

上海訪日研修団日本社会福祉・医療制度研修報告
東京：2025年9月7日～16日、大阪：17日～26日 協会会員 欧陽 逸

日本は、少子高齢化をはじめとするさまざま

な社会的課題に直面する中で、社会福祉・医療

制度を中心とした社会サービス体制および社会

保障制度の整備・充実を進めてきた。その過程

で蓄積された政策的知見や現場実践の経験は、

国際的にも高い評価を受けている。 

こうした日本の制度や実践的取組を学ぶこと

を目的として、日中科学技術交流協会の招聘に

より、上海市から訪日研修団が来日し、2025年

9月 7日から 16日まで東京、17日～26日まで

大阪に滞在した。 

研修期間中、中央省庁、自治体、大学、研究

機構、高齢者・障害者福祉施設などを幅広く訪

問し、制度設計から研究開発、現場運営に至る

まで多角的に学ぶ、実り多い研修となった。 

 

一、中央省庁の訪問 
厚生労働省（老健局）では、日本における介

護保険制度の成り立ちと基本理念、介護保険サ

ービスの体系、制度を取り巻く現状と課題、今

後の動向について説明を受けた。特に、地域包

括ケアシステムの考え方とその実装は、急速な

高齢化に直面する中国にとっても示唆に富む内

容であった。 

こども家庭庁においては、「こども未来戦略

（加速化プラン）」を中心に、こども政策の全

体像、少子化対策と現在を生きる子どもへの支

援を一体的に進める枠組みについて説明を受け

た。また、こども基本法・こども大綱の位置づ

けや、男性の育児参画を促進するための複合的

施策についても具体的な紹介があった。 

 
①厚生労働省 林俊宏審議官と胡凡団長による

ご挨拶 

 

二、自治体の訪問 
東京都（福祉局）を訪問した際には、東京都

における高齢者を取り巻く状況を踏まえ、「第
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9 期東京都高齢者保健福祉計画（2024～2026 年

度）」の概要、重点分野および主な取組につい

て説明を受けた。 

 
②東京都説明会終了後の記念撮影 

続いて千代田区にて、介護施策および介護予

防施策の具体的な取組について説明を受け、基

礎自治体レベルでのきめ細かな対応を学ぶ機会

となった。 

 

三、大学・研究機構・民間団体等の訪問 
研修団が９月９日に東京都健康長寿医療セン

ター研究所を訪問し、副所長の藤原義則教授よ

り、高齢者における社会的孤立への重層的アプ

ローチや、フレイル予防の三つの柱（栄養・運

動・社会参加）について、講演が行われた。理

論と実践を結びつけた深い洞察に、参加者は強

い印象を受けた。 

９月 12 日に東京大学先端科学技術研究セン

ターの稲見昌彦教授より「人間と AI の統合に

向けた次のステップ」と題した講義を受け、人

と技術の共進化という視点から先端研究の最前

線を学んだ。 

 

 
③東京大学 稲見昌彦研究室にて記念撮影 

 

大阪大学にて大学院人間科学研究科の権藤恭

之教授より、日本の高齢者の現状、社会的取組

および関連研究について紹介があった。 

あわせて、大阪大学大学院医学系研究科の武

田朱公准教授からは、認知症の早期発見に関す

る新技術の開発と社会実装について説明を受け

た。アルツハイマー病の原因物質を測定する新

たな検査法、デジタルバイオマーカー、アイト

ラッキング式認知機能評価法、臨床応用や海外

展開の可能性など、先端的な研究成果が示され

た。 

９月 2０日に研修団のためにわざわざ大阪ま

でお越しいただいた理化学研究所開拓研究所生

命機能科学研究 CEL研究チームリーダー・計算

科学研究センターの馬彪研究員による講義が行

われた。馬研究員は、コーネル大学の張研究員

と共同で、ALS やアルツハイマー病など高齢者

に多い神経変性疾患を対象とした新薬開発に取

り組んでいる。短期的な成果が得にくく、長期

的視点と多大な労力を要する分野であることを

承知の上で、破壊的な発想に基づき果敢に挑戦

しており、一定の研究成果も示されている。 

 

 
④理化学研究所 馬研究員による講義の様子 

 

同日には、神戸大学大学院システム情報学研

究科の羅志偉教授より、介護支援ロボットを中

心とした研究について講義を受けた。羅教授が

2006 年に開発した人型ロボット「RI-MAN」は、

介護動作の一つである「人を抱き上げる」動作

を世界で初めて実現し、国際的に大きな注目を

集めた。生物の知的情報処理機能や柔軟な運動

制御を模倣する研究思想は、介護支援やリハビ

リテーションなどデジタルヘルス分野への応用

を目指すものであり、高齢化社会という大きな

課題に対し、科学技術の力で人に寄り添う解決

策を提示しようとする強い志が感じられた。な

お、羅教授にも神戸から大阪までお越しいただ

き、その熱意ある姿勢に深い感銘を受けた。 

上記のほかにも、研修期間中には多岐にわた

る講義が行われた。東京大学先端科学技術研究

センターの檜山敦特任教授、全国社会福祉協

議会民生部平井庸元部長、大阪市ボランティ

ア協会の早瀬昇理事長から、それぞれの専門分

野に基づく貴重な講義をいただいた。 
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四、関連施設の訪問 
東京滞在中、特別養護老人ホームくにたち苑

を訪問した。同施設は、現在の理事長が、先代

理事長である父親の志を受け継ぎ、70年以上

にわたり地域の高齢者福祉を支えてきた歴史あ

る施設である。経営環境が厳しい中にあって

も、地域に根差した介護を守り続けておられる

姿勢に、深い敬意を覚えた。 

施設内では、高齢者の方々の日常生活やリハ

ビリの様子を見学するとともに、理事長から施

設運営や介護に対する考え方について丁寧な説

明を受けた。 

訪問日はちょうど敬老の日にあたり、施設内

では長寿祝賀式の準備が進められていた。 

穏やかな表情で過ごされる入所者の方々の姿

からは、施設への信頼と安心感が感じられ、長

年にわたり培われてきた介護の積み重ねが、静

かに、しかし確かに生活の中に根付いているこ

とが伝わってきた。その光景は、制度や設備だ

けでは測れない、日本の高齢者福祉の「人の

力」を象徴するものであり、上海の皆さんの心

に深く残る訪問となった。 

大和ハウスライフサポート「もみの樹・練

馬」では、緑豊かな環境、健康的な食事、充実

したアクティビティ、手厚い介護・看護体制、

医療連携、開放感のある居住空間など、日本の

有料介護付き老人ホームの高い運営水準を実地

で確認した。 

また、日本科学未来館では老化を疑似体験で

きる「老いパーク」を見学したほか、東京都障

害者スポーツセンター、東京都墨田区高齢者

福祉センター「シルバープラザ」、公益財団

法人東京都福祉保健財団および福祉用具の販

売・レンタル事業を手掛ける株式会社ノダ東

京支社等を訪問・見学し、高齢者や障害者の視

点を理解する上で有益な機会となった。 

大阪滞在中は社会福祉法人北摂杉の子会常務

理事の平野貴久氏より「強度行動障害のある方

の地域生活支援」について講演を拝聴した。 

併せて同法人が運営する知的・精神・身体の

三障害のある方を対象とした多機能型事業所ぷ

れいす Be も見学し、生活介護事業および就労

継続B型事業の運営実態を学んだ。 

大阪のジョブジョイントおおさか就労移行支

援事業所は、障害者の就職率や職場定着率の高

さで評価されている。研修団は９月 19日に同

所所長・社会福祉士の星明聡志氏より、障害者

雇用の現状と課題、自閉症や発達障害のある方

の就労支援について説明を受けた。 

続いて９月25日に発達障害のある方々が実

際に働く現場を見学し、利用者の皆さんとの交

流も行った。見学した作業現場では、判断要素

の少ない単純作業や反復業務に高い集中力を発

揮し、ホテルで使用されるシーツの折り畳みや

データー入力などの業務を丁寧かつ正確にこな

している様子が印象的であった。作業の完成度

は高く、障害特性を生かした就労環境づくりの

重要性を実感する機会となった。 

加えて、ジョブジョイントおおさかが運営す

る、地元で大変人気の洋菓子店「Lala-chocolat 

TAKATSUKI」も見学し、障害者の方々が丁寧に、

そして心を込めて作ったお菓子が店内に美しく

陳列されている様子を拝見した。試食コーナー

では、参加者がその美味しさに感嘆しながら味

わい、帰国のお土産として多く購入している姿

が印象的であった。 

また、日本最大規模の健康・福祉・介護関連

常設展示場である大阪 ATCエイジレスセンター、

公益財団法人泉北のまちと暮らしを考える財

団などを訪問し、さらに、「住民主体で進めら

れた、高齢者や障害者が安心して暮らせる住

環境への団地再生事例や大阪におけるバリアフ

リー対応施設、障害者用トイレを完備した公

共施設等も見学し、日本における共生社会実現

に向けた多様な取組について理解を深めた。 

 

 
⑤介護機器（入浴支援）の体験の様子 
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おわりに 
本研修を通じて、日本の社会福祉・医療制度

を、政策、研究、現場実践という多層的な視点

から総合的に学ぶことができた。制度の精緻さ

のみならず、それを支える人々の専門性と使命

感、そして利用者一人ひとりに寄り添う姿勢が、

日本の福祉・医療の基盤となっていることを実

感した。 

本研修で得られた知見と経験は、今後の上海

市における政策検討や実務、さらには日中間の

交流・協力の深化に大きく寄与するものと期待

される。 

中国大使館訪問、協力依頼 

11月26日  山脇会長、坂田理事、須賀理事、余東会員  

 

 
左より王方科技部二等書記官、余東会員、山脇会長、祝学華公使参事官、坂田理事、須賀理事、張雨

虓科技部一等書記官 

 

当協会の山脇会長、坂田理事、須賀理事、余

東会員は、11月26日中国大使館を訪問し、祝学

華公使参事官、張雨虓科技部一等書記官、王方

科技部二等書記官と会談し、当協会の研究奨励

賞授与式への参加並びに50周年記念事業への協

力を依頼した。 

それに対して祝学華公使参事官から快諾が得

られた。 

   

 具体的には、2025 年度中国人留学生研究奨励

賞授賞式並びに研究発表会は来年 1 月９日に東

京大学伊藤国際学術研究センター特別会議室に

て開催されるが、祝学華公使参事官は出席と祝

辞に協力の意向を示された。また、当協会50周

年記念行事として、2027 年に記念学術シンポジ

ウムの開催、記念出版物の刊行、功労者表彰、

記念レセプションの開催などが計画されている

が、中国大使館として支援していく意向が示さ

れた。 

  

 また、祝公使参事官は協会の長年にわたる日

中科学技術交流の促進への貢献を高く評価され、

大使館として協会活動への引き続いての支援の

方針を表明された。 

 

今後在日研究者を推薦するなど、会員拡大交

流活動活性化に協力できるとの提案があった。

政治社会状況などについてのコメントもあった

が、科学技術交流を通じて相互理解を促進し、

日中関係の発展に寄与する意向が双方より示さ

れた。
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2025年度 中国⼈留学⽣研究奨励賞者 

須賀唯知  選考委員会委員⻑  藤⽥豊久  同副委員⻑ 
 

2025 年11⽉21⽇ 選考委員会がオンラインで開催さ

れ、下記の３名を中国⼈留学⽣研 究奨励賞受賞候補

者として、選考し、12月９日の理事会に推薦し、理

事会で承認された。 

１． 陳 浩CHEN HAO  

1997 年9⽉29⽇⽣（満27歳）浙江省出⾝ 来⽇2020

年12⽉5⽇  

⼤阪⼤学⼤学院基礎⼯学研究科システム創成専攻 

博⼠課程3年  

⼤阪⼤学  博⼠（⼯学）2025年9⽉25⽇ 

 指導教員：原⽥研介 ⼤阪⼤学⼤学院基礎⼯学研

究科システム創成専攻 教授  

副指導教員：清川拓哉 ⼤阪⼤学⼤学院基礎⼯学研

究科システム創成専攻 助教 

学位論⽂：Robotic Grasping of Unknown Objects Using 

Similarity Matching 

内容：ロボットによる汎⽤的な物体把持技術の研

究開発において、新たなアプローチとして、物体

の特徴に基づく類似性マッチングとオントロジー

を活⽤し、汎⽤的かつ柔軟な物体把持技術を実現

した。 

２． 呉 家旭WU JIAXU 

 1995年3⽉21⽇⽣（満30歳）湖北省  来⽇2013

年7⽉5⽇  

東京⼤学  ⼯学系研究科特任助教  

 東京⼤学  博⼠（⼯学）2025年3⽉24⽇ 

 指導教員：⼭下淳 東京⼤学新領域創成科学研究

科⼈間環境学専攻 教授 

博⼠論⽂副査：安琪 東京⼤学新領域創成科学研究

科⼈間環境学専攻 准教授 

学位論⽂：深層強化学習を⽤いた⼈間共存環境に

おけるロバストなロボットナビゲーシ ョン 

内容：深層強化学習を⽤いた⼈間共存環境におけ

るロバストなロボットナビゲーションの研究。 

歩⾏者の意図、⾏動パターンを予測することで世

界最⾼レベルの安全かつ効率的な⾃律移動を実現

した。複数歩⾏者が存在する環境に置いて歩⾏者

の多様性を考慮した群衆モデルより、⾃律的な 

ロボットの実現に関する研究を⾏った。 

 

３．陳 家⽲ CHEN JIAHE  

1998年1⽉15⽇（満27歳）広東省 2022年5⽉2⽇ 

東京⼤学⼯学系研究科 精密⼯学専攻 博⼠課程3年  

東京⼤学 博⼠（⼯学）2025年9⽉19⽇  

指導教員：⼩林英津⼦  東京⼤学⼯学系研究科精

密⼯学専攻  教授  

副指導教員：佐久間⼀郎  東京電機⼤学研究推進

社会連携研究センター総合研究教授 

学位論⽂：両眼視覚に基づくカメラセントリック

な術中組織変形モデリング 

内容：ロボット外科を対象にして，軟組織の認識

や変形モデリングといった難しい問題を扱ってい

る。ステレオ画像を⽤いてで組織の変形・ひず

み・接触状態を三次元的に推定することを⽬的と

した研究であり、⼿術⾃動化への基盤技術として

期待される成果を得ている。 
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第31回理事会 12月9日 

 

１．中国人留学生研究奨励賞選考結果 

10名の応募者の中から将来性と実用性が評価され

た以下の３名の方が、選考され、理事会で受賞者と

して決定された。 

 ①陳浩氏：物体掴みのロボット技術 

②呉家旭氏：深層学習を用いたロボットナビゲー

ション、 

③陳家禾氏：両眼視覚を活用した外科手術支援ロ

ボットシステムについての研究 

２．令和７年度予算中間報告 

 永崎業務執行理事より上期の収支報告がなされ、

了承した。下期へは1,030,188円が繰り越された。 

下期予算では3名の奨励賞表彰等の支出で収支残

は641,415円で、これが次年度に繰り越される。 

３．北京中関村グループからの提案 

 日本の若手研究者や学生を対象として北京の有名

企業や大学研究機関などのイノベーションの現状を

視察する企画が検討された。課題としては学生の視

察経費の負担や中国在住日本企業の社員派遣の訪問

先企業や大学などの明確化で、どのような協力がで

きるか協議していくことになった。 

４．50周年記念事業の進め方 

主な計画として、2027年12月に記念シンポジウ

ムの開催、記念出版物の制作、功労者の顕彰、記念

パーティーの実施が提案された。 

永崎理事から過去に実施したシンポジウムや訪中

団、講演会等を整理中との報告があった。 

また、各分野での経験を文書化するとかAIを利

用した写真歴史的資料の選定整理等も重要との指摘

があった。 

５．入会の申し込み 

井芹寧氏の入会申し込みについて紹介され、承認

された。 

 井芹寧氏：愛媛大学卒業後九州大学で学び、企業

を経験した後、現在温州大学で教鞭をとっている。 

日本人研究者であり、JICAなどを利用して日中科

学技術交流を積極的に推進してきた。 

 

 

 会費とご寄付納付の御礼 
 
2025 年度会費とご寄付のご納入が以下

の 方から 69 万円ありました。 ありがと
うございました。 

 会費納入 ２７名各1万円 計２７円  

①欧陽氏、②山田周平氏、③有山氏、④田 村

氏、⑤藤田氏、⑥須賀氏、⑦八木氏、⑧ 依田氏、

⑨ダボ様、⑩數土氏、⑪王婷氏、 ⑫山脇氏、⑬鈴

木基之氏、 ⑭曽我氏、⑮唐氏、⑯坂田氏、⑰永崎

氏、⑱岩田氏、⑲福田氏、⑳梶谷氏、㉑山岡氏、㉒

余東氏、㉓王英輝氏、㉔石原氏、㉕陳迎 氏、㉖前田

氏、㉗チョウシンキョウ 

ご寄付 15名 ４２万円  

①欧陽氏8万円、②有山氏2万円、③田村 氏２

万円、④八木氏2万円、⑤依田氏2万 円、⑥數土

氏1万円、⑦山田周平氏２万円、 ⑧山脇氏4万

円、⑨永崎氏2万円、⑩福田 氏1万円、⑪梶谷氏

1万円、⑫余東氏4万 円、⑬科技大付属高殿８万

円、⑭王英輝氏 2万円、⑮陳迎氏１万円 

 

 会費未納の方は下記にご納付お願いします。 

 正会員会費   年額1万円  

ご寄付     1万円より  

 

振込先 

普通預金  みずほ銀行横山町支店    

店番０４０  口座番号３０１５８８１ 

日中科学技術交流協会 
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